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イスラエル総選挙 10⽉27⽇実施
・イスラエル国会（⼀院制、定数１２０）の議員選挙。
全議席が⽐例代表制（拘束名簿式）で争われる。
・今回の総選挙では３８政党が候補者名簿を提出。
・得票率３．２５％（４議席に相当）に達しなかった政
党は議席を獲得できず、その分は他党に分配される。
・１９４８年の建国以来、⼀つの政党が単独で過半数を
獲得したことはなく、選挙後に第１党などによる連⽴交
渉が⾏われるのが常。



読売新聞から掲載



注目されている二人の政治的指導者

ネタニヤフ首相 合計で19年間首相
エリート一家に生まれ育つ
アシュケナージ系

（中欧、東欧系）

アイゼンコット元参謀総長
たたきあげの努力家
軍人から政治家へ(2022年）
ミズラヒ系 首相になれば初

(モロッコにルーツを持つ中東、北アフ
リカ系）
息子だけでなく甥も2人戦死

(山陽新聞による比較表)



今回の選挙戦での主な争点

① 23/10/7イスラム・テロ組織ハマスによるテロ攻撃の責任

ネタニヤフ首相 「全責任はハマスにある」

アイゼンコット元 参謀総長 「ネタニヤフ首相にも責任がある」

(事前に警告があったが、それを軽視したとの報道あり。真偽は？）

②ユダヤ教超正統派の徴兵免除

ネタニヤフ首相 「免除の継続」

アイゼンコット元 参謀総長 「継続に反対」



イスラエルのための祈り

"口のきけない人のために、口を開きなさい。すべての不幸な人の
訴えのために。口を開いて、正しくさばき、苦しむ人や貧しい人
のためにさばきを行いなさい。" 箴言 31章8～9節

・公正な選挙となるよう 選挙そのものが 守られるように

・現在の困難な時代に このみことばにあるような、ふさわし
い指導者が与えられるように

・選挙を控え、国民は 国家の今後について深く考える時期に
入っている。考えを深める中で 山積する問題解決のために真
の神を求める思いが人々に与えられるように。



"口のきけない人のために、口を開きなさい。すべての不
幸な人の訴えのために。

口を開いて、正しくさばき、苦しむ人や貧しい人のため

にさばきを行いなさい。" 箴言 31章8～9節

私たち自身も ご聖霊の助けによって このような人格を

持つ者へと成長することが できますように。


